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要

眼位の異常を伴わず,神経学的に異常のない遠視性不

同視弱視症例 20例 (男性 7例,女性 13例 :平均年齢 7.9

歳)を対象に事象関連電位の検討を行った。ランドル ト

環の方向を数える odd… ball刺激で全例において事象関

連電位である N200,P300成分を検出できた。P100,
P300に ついては弱視眼,健眼からの入力の間に頂点潜
時の差はなかった。N200の頂点潜時は弱視眼で有意に

延長 していた。この延長の程度は弱視眼の矯正視力,不
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約

同視差とは相関がみられなかった。これらの不同視弱視

症例では,P300に反映される高次視覚情報処理機能に

大 きな障害 はない と推察 された。 (日 眼会誌 98:

306-308,1994)
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Abstract
Event-related potentials were recorded from 20 acuity or anisometropic difrerences. The results

neurologically normal children with anisometropic suggest that the cortical sensory processing func-
amblyopia. Stimulation was performed with an tions represented by P300 were not damaged in the

'odd-ball'paradigm counting Randolts' circle, and in amblyopic cases observed in this study. (J Jpn
all cases N200 and P300 were recorded as event- Ophthalmol Soc 98: 306-308,1994)

related potentials. The latencies of N200 showed

statistieally significant delay (p(0.001 : Wilcoxson Key words: Anisometropic amblyopia, Visual evo-

signed rank test), but P100 and P300 were not ked potentials, Event-related potanti-
delayed in the stimulus input from amblyopic eyes. als, Cortical sensory processing func-
The degree of delay has no relationship with visual tions

I緒  言 II実 験 方 法

視覚に関する高次情報処理過程の機能は事象関連電位

(eve試‐related pote■ ials)と して他覚的に評価すること

ができる。大脳誘発電位後期陽性成分 (P300)は事象関

連電位の一つであり,稀に出現する刺激を認知した時に,

刺激から約 250～ 400 msの潜時をもって出現する陽性

電位である。情報処理過程とくに刺激の比較評価,半」断,

認知機能を反映する内因性の精神生理学的指標として近

年注目されている。著者らは不同視弱視症例を対象に事

象関連電位測定を行い,高次脳機能の評価を行った。

対象は,当科斜視弱視外来で加療中の眼位の異常を伴
わない遠視性不同視弱視症例 20例 (男性 7例,女性 13

例)である。すべて中心固視の確認された症例で,検査

時の年齢は 6～ 12歳 (平均 7.9歳 )である。不同視差は

4～7D,健眼の遠見矯正視力は 0.9～ 1.5,弱視眼では
0.1～ 0.9,健眼の近見矯正視力は 1.0～ 1.5,弱視眼では

0.1～ 1.0であった。眼底,中間透光体に眼科的異常のあ

る症例,神経学的に異常のある症例,精神発達遅滞の症

例は今回の対象には含まれていない.全症例とも本人お
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よび保護者のインフォームドコンセントのもと事象関連

電位測定を行った。

刺激装置は,著者らがこの研究のために開発した新し

い視覚誘発電位刺激装置である。日本電気製パーソナル

コンピュータPC 9801を用い,同社製 13イ ンチ高解像

度モニターに直径 7.5cmの視力 0.1の指標に相当する
コントラスト100%(理論値)の ランドルト環を上下左右

ランダムに表示を行い,表示と同時にパランル入出力
ポートからトリガーを送り出すものである。指標の提示

時間は200 ms,提示間隔は 1,000 msである。上下左右の

ランドル ト環を 30回ずつ表示し,被験者は完全遠見矯正

の眼鏡を装用の上,モ ニターからlm離れていずれかの

指示された方向のランドル ト環が提示される odd‐ball

刺激の回数を数えるtaskを与えられる。視覚誘発電位

は国際 10-20法の Czか ら誘導し両耳柔を接地し,30回

平均加算した。視覚誘発電位の測定および加算処理には

日本光電社 MEM 4100 ③を用いた。測定は健眼 (弱視眼

遮蔽)による簡単な練習の後,各眼 1回ずつ測定した.
測 定 時 間 は両 眼約 10分 で あ る。統 計 計 算 に は

Macintosh ③上の Statview II ③を用いノンパ ラメ ト

リック法で行った。

III 結  果

まず,代表症例を提示する。症例は8歳女児,左眼の

表 1 代表症例の事象関連電位の頂点潜時

P100 N200 P300

健  眼 138 238 321

弱視眼 138 247 323

(単位 ms)
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表 2 全対象症例の事象関連電位の頂点潜時

P100 N200 P300 P400

健 眼 122.1± 20.8238.7± 24.7*320.6± 30.4435.9± 21.6
弱視眼 118.5± 17.3255.3± 21.9Ⅲ 318.1± 33.8425.2± 23.9

平均値士標準偏差 (単位 ms)
中pく(0.01 マVilcoxson Signed lRank′I｀ est

遠視性不同視弱視である。当科初診は 5歳,以降健眼部

分遮蔽,眼鏡による矯正で加療を行ってきた。事象関連

電位測定時の視力は右 1.5,左 0.5× sph+4.ODで あ
る。P100,N200,P300の頂点潜時は表 1に示す通 りで

ある.N200の頂点潜時は弱視眼で若千延長していた。
対象とした 20例 40眼で taskの正確な遂行が可能で

あった。頂点潜時 90～ 130 msの 陽性波 (P100),潜 時

170～ 290 msの 陰性波 (N200),潜時 270～ 500 msの陽

性波(P300,P400)を 測定できた。健眼,弱視眼の P100,

N200,P300の 頂点潜時を表 2に示す。
P100,P300,P400潜 時は健眼と弱視眼の間に統計学

的に有意の差はなかった。また,弱視眼の視力を 0.7以

下の群と0,7以上の群の間にも差異は見られなかった。

これに対し,N200の 頂点潜時は弱視眼で有意に延長し
ていテこ (p<0.01:Wilcoxon signed rank test)。  更旦長の
程度は弱視眼の視力,不同視差と相関はなかった。

IV考  按

弱視眼において視覚誘発電位に異常が出現することは

多くの報告があり,近年ではとくにパターン反応, コン

トラスト反応を中心とした検討が行われている。しかし,

ほとんどの報告が P100を 中心とした視覚誘発電位によ

る検討で,高次視覚情報処理系への入力の異常を捕えた

ものである。今回検討を行った P300は高次視覚情報処

理系に入力された視覚情報を過去の記憶に基づき,判断

分析する過程を反映していると考えられる高次脳機能の

他覚的評価指標である。1965年 に Suttonら
1)に より記載

され,注意,判断などを要するtaskにより潜時約 300 ms

に出現する後期陽性成分である。刺激の種類によらない

内因性の成分で,刺激の評価とそれに基づく認知文脈や

図式の更新に関係したものと評価されており,その潜時
は刺激の弁別,評価から認知文脈の更新,完了に至るま

での時間を表すと考えられている2)。 っまり,P100を中

心としたいわゆるVEPが高次情報処理系への入力の有
無を表す指標 (stimulus set)で あるのに対し,与えられ

た taskに関連した刺激を認識し,記憶と照合して正し
い反応を選択する過程 (responce set)を 反映した指標で

あるといえる3)。 今回の検討では,弱視眼と健眼それぞれ

の入力によるP300の頂点潜時の検討を行った。振幅に

ついては個人内での変動が大きいため,頂点潜時の検討

を行った。健眼での頂点潜時は 320.6± 30.3 msと 他の

検討と同様の結果を得ることができた
4)5)。 健眼と弱視眼
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のP300頂点潜時の比較では,両者の間に差があるとは
いえなかった。しかし,N200では弱視眼からの入力で
は,健眼からの入力に比較して有意に頂点潜時が延長し
た。

N200は P300よ り早期の成分で潜時 150～ 400 msに

認められる陰性電位である。刺激の種類,方法によりN2
aと N2bに区別され,前者は意志を持たない刺激の判
別 (比較)を行い,後者は意志を持った刺激の弁別 (評

価,判断)に関係していると考えられている。今回は Cz
で測定しているため,N200成分の多くは N2b,つ まり
意識的な刺激の変異の検出に反映する成分と考えてよ

ぃ6)7)。 早川ら8)は事象関連電位の睡眠時における波形変

化を検討し,N200が定位反射 (orienting rdex)を反
映する成分と考えた。これは刺激に対する一次的な選択

注意の過程を表 し,意識的な変異刺激に対する mis‐
match反応の一つとして出現したものである。この場

合,同 じ感覚であれば刺激の種類によらず,標的刺激に
おいても非標的刺激においても出現するといわれてい

る。今回の検討では,N200の頂点潜時が弱視眼で有意に

延長していた。これは臨床的には選択注意の低下と考え

られるが, この延長の程度は弱視眼の矯正視力,不同視
差とは相関が見られず,弱視に起因する延長と結論付け
ることは難しい。N200に反映される脳の機能局在につ

いては不明な点が多く9),今 回の結果から積極的に直接

的な脳機能の異常の存在を論ずることはできない。少な
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くとも P300に反映 される高次脳機能の障害はないもの

と考えられる。

本論文の一部は第 49回 日本斜視弱視学会総会 (1993年大

津市)において発表した。
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